生憎、 空 は 曇って いる。 方々 の 工場で 鳴らす 汽笛の 

ね ねずみいろ きりさめ 

音が、 鼠色 の 水蒸気 を ふるわせたら、 それが 皆 霧雨に 

なって、 降って 来 はしない かと も 思われる。 その 退屈 

な 空の 下で、 高架 鉄道 を 汽車が 通る。 被服 廠へ 通う 荷 

馬車が 通る。 店の 戸が 一 つず つ 開く。 自分の いる 停車 

場に も、 もう 二三 人、 人が 立った。 それが 皆、 眠の 足 

りなそう な 顔 を、 陰気ら しく 片 づけて いる。 寒い。 I 

I そこへ 割引の 電車が 来た。 

つりかわ 

こみ 合って いる 中 を、 やっと 吊 皮に ぶらさが ると、 

うしろ あわ 

誰か 後から、 自分の 肩 をた たく 者が ある。 自分 は慌 

てて ふり 向いた。 



んだ とさ。」 

「平野 はもつ とちやく ぃぜ。 あいつ は 試験の 時と 云う 

と、 歴史の 年代 をみ な 爪へ 書いて 行 くんだ つて。」 

「そう 云えば 先生 だ つ てち やくい からな。」 

「ちゃくい とも。 本 間なん ぞは receive の .1 と e と、 

どっちが 先へ 来 るんだ か、 それさえ 碌に 知らない 癖に、 

教師 用で いい加減に ごま 化し ごま 化し、 教えて いる 

じゃあな いか。」 

どこまでも、 ちゃくいで 持ちき るば かりで 一 つも、 

碌な 噂 は 出ない。 すると、 その 中に 能 勢が、 自分の 隣 

の ベンチに 腰 を かけて、 新聞 を 読んで いた、 職人ら し 



は その 悼辞の 中に、 こう 云う 句 を 入れた。 

(大正 五 年 三月) 
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